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１
月
８
日
㈰
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
数

は
、
男
性
４
８
６
人
、
女
性
２
２
１
人
の
計

７
０
７
人
。
式
に
は
、
男
性
１
３
９
人
、
女

性
１
５
０
人
の
計
２
８
９
人
が
参
加
し
、
晴

れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
７
人
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
ビ
デ
オ
「
20
年
の
あ
ゆ
み
」
を
制
作
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
10
月
か
ら
計
６
回
、
内

容
な
ど
を
話
し
合
い
、
実
行
委
員
自
ら
が
直

接
恩
師
の
元
を
訪
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

式
に
先
立
ち
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
小
・
中

学
校
時
代
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
恩
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
さ
れ
、
場
内
は
拍
手
と
歓

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
粟
市
長
が
「
長
引
く
経
済
不
況

に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
先
行
き

の
不
透
明
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
新

成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
を
た

く
ま
し
く
生
き
抜
き
、
自
分
の
可
能
性
を
信

じ
て
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
た
友
人
た
ち
と
、
記
念
撮
影

な
ど
を
し
て
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し

た
。

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

平
成
24
年
成
人
式

新成人代表の堀岡瞳さ
んが、「成人となった
今、これからは私たち
が中心となって、野々
市市の発展を支え、よ
り良い市にしていける
ように努力していきた
いと思います」と謝辞
を述べました

晴れの日を迎えた新
成人たち。自覚にあ
ふれた神妙な面持ち
で式に臨みました

記念撮影の前に、女
性協議会の会員が晴
れ着のすそ直しを行
いました

20歳と選挙権
20歳になると、さまざ
まな権利と義務が生ま
れます。「選挙権」は、
政治に自分の意思を反
映させる大切な権利で
す。大人として自覚を
持って必ず投票に行き
ましょう。

私を支え、成長さ
せてくれた全ての
人に感謝していま
す。私も誰かを支
えられるよう毎日
を過ごしていきた
いと思います。

髙瀨　明日香さん

成人になった実感
があまりありませ
んが、実行委員に
なったことで、少
し持てました。こ
れからは、責任を
持って行動してい
こうと思います。

川窪　将平さん

1人の大人として
自 分 の 行 動 に は
しっかりと責任を
持っていきたいで
す。人のために何
か行動できる人間
になりたいです。

　実行委員長
吉本　翔太さん

一人の社会人とし
て自分たちに何が
できるか、何をす
るべきかを考えて
行動できるように
なりたいと考えて
います。

中川　恵三さん

20歳 に な り、 こ
れからは何をする
の に も 自 分 の 責
任になってくるの
で、正しい判断を
しながら責任ある
行動をしたいと思
います。

奥村　千咲さん

お 世 話 に な っ た
方々や友人への感
謝を忘れず、立派
な成人となってい
けるように努力し
ていきたいです。

堀岡　瞳さん

節度のある行動、
責任感を持ち、一
人の大人として成
長していきたいと
思います。

花谷　恵里さん

20歳になり自分
たちにも社会的責
任 を 問 わ れ る よ
うになったので、
し っ か り 責 任 を
持った行動をとろ
うと思います。 

転正　聖さん

成人式
実行委員の
抱 負
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駅
と
病
院
が
つ
な
が
る

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
民
間
バ
ス
事
業
者

に
よ
る
運
行
を
目
指
し
、
一
昨
年
５
月
１

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
市
の
南
北

を
縦
断
す
る
往
復
ル
ー
ト
で
実
験
的
に
運

行
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
内
の
移

動
に
は
既
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
『
の
っ

テ
ィ
』
が
あ
る
た
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

利
用
は
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
内
だ
け
で
な
く
市
外
へ
の

移
動
も
視
野
に
入
れ
て
、
住
民
要
望
の
強

か
っ
た
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
ま
で
の

広
域
的
な
ル
ー
ト
で
運
行
を
再
開
し
ま

す
。
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
は
、
市
と

白
山
市
、
川
北
町
が
共
同
で
開
設
し
て
い

る
総
合
病
院
で
す
。
車
の
運
転
が
で
き
な

い
人
に
は
通
院
が
不
便
で
し
た
が
、
こ
れ

で
同
病
院
が
身
近
に
な
り
ま
す
。

親
し
ま
れ
る
バ
ス
を

　
　
　
　

  

目
指
し
て

　

運
行
は
、
の
の
い
ち
バ
ス
株
式
会
社
が

実
施
し
ま
す
。同
社
は
、４
月
以
降
も
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
民
間
路
線
バ
ス
と
し
て
継
続

運
行
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
向
が
あ

り
、今
回
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に『
の
ん
キ
ー
』

と
い
う
名
前
を
付
け
ま
し
た
。
市
か
ら
運

行
を
委
託
さ
れ
て
い
る
『
の
っ
テ
ィ
』
の

よ
う
に
車
両
に
デ
ザ
イ
ン
を
施
し
て
Ｐ
Ｒ

効
果
を
高
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
『
の
っ
テ
ィ
』
の
お
友
達
と
し
て
、
よ

り
広
域
に
運
行
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
『
の

ん
キ
ー
』
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の
ん
キ
ー
の
由
来

　

数
十
年
前
に
野
々
市
に
も
来
て
い
た
と

い
う
※
ロ
バ
の
パ
ン
屋
の
よ
う
に
、
地
域

の
人
々
に
愛
さ
れ
る
バ
ス
を
目
指
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、『
の
の
い
ち
』
と
ロ
バ

を
英
訳
し
た
『
ド
ン
キ
ー
』
を
合
わ
せ
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

※	

昭
和
の
は
じ
め
か
ら
、
ロ
バ
あ
る
い
は
馬
に

馬
車
を
ひ
か
せ
て
街
な
か
を
移
動
し
な
が
ら

売
ら
れ
た
パ
ン
屋
の
こ
と
。
昭
和
30
年
代
に

は
、
京
都
市
に
本
社
を
置
く
会
社
が
「
パ
ン

売
り
の
ロ
バ
さ
ん
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も

に
、
四
輪
の
馬
車
を
ひ
く
ロ
バ
の
パ
ン
と
し

て
日
本
各
地
を
回
っ
た
と
さ
れ
、
子
ど
も
受

け
も
よ
く
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す

シ
ャ
ト
ル
バ
ス『
の
ん
キ
ー
』

が
運
行
開
始

３
月
１
日
㈭
か
ら

■運行開始時期
３月１日㈭から

■ルート（主なバス停）
JR野々市駅→スポーツセンター→文化会館
フォルテ→野々市消防署→野々市市役所→
南部公園→県立大学→白山市役所→松任石
川中央病院

■ダイヤ・運賃
３月号と一緒にパンフレットを全戸配布し
ます

松任石川
中央病院

JR
野々市駅

「の」の文字のような形の「ひづめ」です

ひずめ（あしあと）

ののいちバス㈱キャラクター　のんキー

　

１
月
８
日
㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ

リ
ア
で
、
市
消
防
出
初
式
が
行
わ

れ
、
消
防
団
員
、
自
警
団
員
、
消
防

職
員
の
総
勢
３
０
０
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や
退
団

者
な
ど
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
粟
市
長
が
、「
５
万
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
に
は
、
自
警

団
員
、
消
防
団
員
を
初
め
と
し
た
消

防
関
係
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
と
も
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

努
力
し
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
清
水
一

男
市
消
防
団
長
が
「
地
域
住
民
の
安

全
安
心
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
、
庁
舎
南
側
の

あ
ら
み
や
公
園
で
は
、
消
防
車
両
行

進
、
は
し
ご
の
ぼ
り
、
裸
放
水
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ

の
日
は
、
例
年
以
上
の
見
物
客
が
訪

れ
、
団
員
た
ち
の
勇
壮
な
姿
に
、
火

消
し
の
意
気
込
み
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

受
章
者
　
※
敬
称
略

石
川
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

藤
井　

誠
（
野
々
市
消
防
署
消
防
士
長
）、

東
藤　

貴
博
（
野
々
市
消
防
署
消
防
士

長
）、
奥
村　

伸
合
（
野
々
市
消
防
署
消

防
士
長
）、
乾
野　

雅
之
（
第
１
分
団
部

長
）、
田
中　

茂
（
第
４
分
団
）、
宮
前　

一
夫
（
第
４
分
団
）

野
々
市
市
長
表
彰

10
年
勤
続
功
労
章

浅
野　

晃
一
（
第
２
分
団
部
長
）、
扇　

勝
浩
（
第
４
分
団
）

野
々
市
市
消
防
団
長
表
彰

５
年
勤
続
功
労
章

平
浪　

弘
之
（
第
２
分
団
）、
井
高　

孝

志
（
第
３
分
団
）、
松
本　

信
孝
（
第
３

分
団
）、
越
島　

順
子
（
第
５
分
団
）、
倉　

美
佐
（
第
５
分
団
）、
福
塚　

亨
子
（
第

５
分
団
）

優
良
消
防
団
員
表
彰

坂
井　

邦
治
（
第
１
分
団
）、
熱
野　

竜
一
（
第
１
分
団
）、
古
源　

興
市
（
第

１
分
団
）、
伊
藤　

正
浩
（
第
２
分
団
）、

山
口　

和
也
（
第
２
分
団
）、
小
寺　

一
樹
（
第
２
分
団
）、
小
堀　

修
一
（
第

３
分
団
）、
宮
崎　

英
明
（
第
３
分
団
）、

塩
田　

健
（
第
３
分
団
）、
田
中　

茂

（
第
４
分
団
）、
浅
野　

敬
治
（
第
４
分

団
）、
長
尾　

清
光
（
第
４
分
団
）、
福

塚　

亨
子
（
第
５
分
団
）

退
職
者
感
謝
状

中
村　

茂
（
元
副
団
長
）、
越
野　

昇

（
元
第
１
分
団
分
団
長
）、
中
村　

義
彦

（
元
第
１
分
団
副
分
団
長
）、
半
田　

清

孝
（
元
第
４
分
団
部
長
）、
安
田　

啓

二
（
元
第
１
分
団
）、
山
下　

裕
之
（
元

第
１
分
団
）、
徳
成　

伸
司
（
元
第
２

分
団
）、
中
村　

一
（
元
第
２
分
団
）、

廣
見　

信
夫
（
元
第
４
分
団
）、
本
瀬　

浩
代
（
元
第
５
分
団
）

平成 24 年市消防出初式

皆
さ
ん
の
一
年
の

安
心
・
安
全
を
願
っ
て
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可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
23
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算

３
億
５
，８
５
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算
総

額
を
１
５
５
億
３
，４
９
１
万
４
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

あ
わ
だ
保
育
園
の
新
築
工
事
や

福
祉
事
務
所
設
置
に
伴
う
扶
助
費
、布
水
中
学
校

の
校
舎
改
修
費
な
ど
に
よ
る
増
額
。

平
成
23
年
度
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

４
６
７
万
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
３
億
６
，

３
３
３
万
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

入
札
の
結
果
、公
営
住
宅
用
地
取

得
の
た
め
の
借
入
金
に
か
か
る
利
率
が
想
定
利

率
よ
り
低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
調
整
。

平
成
23
年
度
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

１
億
１
，５
３
６
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

43
億
１
，０
３
６
万
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

決
算
見
込
に
伴
う
保
険
給
付
費

や
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
に
よ
る
増
額
。

平
成
23
年
度
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

１
億
３
５
７
万
６
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

18
億
３
，６
４
２
万
４
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

公
共
下
水
道
事
業
費
や
前
年
度
決

算
に
係
る
申
告
消
費
税
の
確
定
な
ど
に
よ
る
調
整
。

市
第
一
次
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定

10
年
間
の
計
画
期
間
と
し
て
市
第
一
次
総
合
計

画
基
本
構
想
を
策
定
し
た
も
の
。

市
部
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

機
構
改
革
の
た
め
一
部
名
称
変
更
お
よ
び
業
務

の
所
管
換
え
を
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
を
一
部

改
正
す
る
。

市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

白
山
石
川
広
域
消
防
本
部
の
名
称
が
白
山
野
々

市
広
域
消
防
本
部
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
条
例
を
改
正
す
る
。

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
な
ど
の
施

行
に
伴
い
、寄
付
金
控
除
関
連
、軽
自
動
車
税
の

納
期
の
変
更
の
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

簡
易
運
動
広
場
の
一
部
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ

り
隣
接
す
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
地
番
が
変

更
と
な
っ
た
た
め
条
例
を
改
正
す
る
。

市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

水
泳
プ
ー
ル
年
間
利
用
券
の
発
行
、簡
易
運
動
広
場

の
一
部
を
売
却
し
た
こ
と
に
よ
り
体
育
施
設
の
名

称
変
更
を
行
う
こ
と
か
ら
条
例
を
一
部
改
正
す
る
。

市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
制
施
行
に
伴
い
道
路
法
施
行
令
を
準
用
し
、道

路
占
用
料
の
額
を
改
正
す
る
。

市
建
築
基
準
条
例

県
建
築
基
準
条
例
の
適
用
除
外
区
域
の
指
定
に

お
い
て
、本
市
の
区
域
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

市
開
発
行
為
の
規
模
を
定
め
る
条
例

県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
う
ち
、

都
市
計
画
法
お
よ
び
法
の
施
行
の
た
め
の
規
則

に
基
づ
く
事
務
を
本
市
が
処
理
す
る
こ
と
に
な

る
こ
と
か
ら
、新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

市
道
路
線
の
廃
止

市
道
路
線
の
認
定

位
川
地
内
、矢
作
３
丁
目
地
内
に
お
け
る
開
発
行

為
に
伴
い
１
路
線
廃
止
し
、３
路
線
認
定
す
る
。

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の

変
更

県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
規
約
の
変
更

本
市
が
構
成
団
体
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
一
部

事
務
組
合
な
ど
に
つ
い
て
市
制
施
行
に
伴
い
規

約
を
変
更
す
る
。

▼
認
定
さ
れ
た
諮
問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
推
薦
さ
れ
た
西
野
沙
知

子
氏（
押
越
１
丁
目
）に
つ
い
て
適
任
と
認
定
す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・	

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

・	「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書

・	

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
事
業
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

・	

看
護
師
等
大
幅
増
員
と
夜
勤
制
限
で
安
全
・

安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

・	

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
実
効
的
支

援
を
求
め
る
意
見
書

・	

国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図
る
各
種
基
金

事
業
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

・	

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

平
成
23
年
第
６
回
市
議
会
　
12
月
定
例
会

　
議
会
議
案
を
含
め
た
25
議
案
と
諮
問
１
件

は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 議

会
だ
よ
り

学
校
給
食
の
歴
史
と
そ
の
在
り
方
の
変
化

　

日
本
で
の
学
校
給
食
の
始
ま
り
は
明
治
22

年
の
山
形
県
鶴
岡
町
（
現
鶴
岡
市
）
の
小
学

校
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
７
年
か
ら
栄
養

面
や
格
差
是
正
の
た
め
に
大
都
市
を
中
心
に

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
22
年
に
は
、
各
地
で
次
第
に

給
食
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
脱
脂
粉

乳
が
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。昭
和
29
年
に
は
、

学
校
給
食
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は

「
体
を
作
る
」
と
い
う
観
点
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
学
校
給
食
は
「
食
育
」
と
し
て
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
学
校
給
食
の
状
況

　

現
在
、
市
内
の
給
食
は
、
３
校
分
（
野
々

市
中
、
布
水
中
、
野
々
市
小
）
が
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

４
校（
御
園
小
、菅
原
小
、富
陽
小
、館
野
小
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
校
で
作
っ
て
い
ま
す
。
学

校
に
は
栄
養
教
諭
や
栄
養
職
員
が
い
て
、
献

立
作
成
に
限
ら
ず
、
食
材
の
発
注
や
調
理
員

へ
の
衛
生
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
月
１
回
集
ま
っ
て
、
献
立
メ
ニ
ュ
ー
を
決

め
る
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。

残
さ
な
い
給
食
を
目
指
し
て

　
「
せ
っ
か
く
作
っ
て
も
食
べ
残
さ
れ
る
献

立
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
口

に
運
べ
る
よ
う
に
、
ま
た
楽
し
く
食
事
が
で

き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
こ
う
話
す

の
は
、
野
々
市
中
学
校
栄
養
教
諭
の
石
倉
知

代
さ
ん
。
石
倉
さ
ん
は
、
嫌
い
な
も
の
で
も

食
べ
や
す
い
も
の
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、
食

べ
や
す
い
よ
う
に
細
か
く
切
っ
た
り
、
季
節

を
感
じ
ら
れ
る
食
材
を
利
用
す
る
な
ど
し
て

工
夫
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
を
考
え
て

　

１
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮
は
、
学
校
給
食
週

間
と
し
て
、
地
場
産
物
を
使
っ
て
金
沢
、
能

登
、
野
々
市
の
郷
土
料
理
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
に
は
地
産
地

消
を
考
え
、
地
元
で
採
れ
た
夏
野
菜
と
野
々

市
産
米
を
使
っ
た
サ
マ
ー
カ
レ
ー
給
食
が
恒

例
で
す
。「
今
食
べ
て
い
る
も
の
に
興
味
を

持
ち
、
地
元
の
食
材
や
料
理
に
つ
い
て
も
っ

と
知
っ
て
欲
し
い
で
す
」
と
石
倉
さ
ん
は
話

し
ま
し
た
。

給
食
か
ら
学
ん
で
欲
し
い

　
「
給
食
は
栄
養
補
給
以
外
に
も
正
し
い
食

事
の
量
を
知
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
し
、
い

ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。給
食
に
は
、

野
菜
な
ど
を
作
る
農
家
の
人
、
栄
養
士
、
調

理
員
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
嫌
い
な
も
の
で
も
残
さ
ず
食
べ
て
欲
し

い
で
す
し
、
家
で
も
し
っ
か
り
と
食
べ
て
毎

日
の
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
大
人
に
な
っ
て
も
食
生
活

に
気
を
つ
け
て
、
病
気
に
か
か
り
に
く
い
体

づ
く
り
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
子

ど
も
た
ち
へ
の
願
い
を
話
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
を
通
し
て

食
育
に
つ
い
て
考
え
る

野々市中学校にて楽しい給食の時間

いただきます！

↑	月１回の献立作成会議。
１月の会議ではすでに
５月の献立について話
し合っていました。

玉ねぎ、トマト、南瓜、
ナス、人参、キャベツ、
きゅうり、コーン、福
神漬け、バター、小麦
粉油、じゃが芋、豚肉、
チーズ、ハム、麦飯、
カレールウ、牛乳。

※野々市産は赤字
平成23年７月15日㈮
サマーカレー
グリーンサラダ　福神漬け

野々市の食材を使った献立
・ヤーコンサラダ
野々市の特産のヤーコンを使ったサラダ

・治部煮風（すだれ麩入り）〈金沢の郷土料理〉
小麦粉をまぶした鴨肉（または鶏肉）と、すだれ麩
や野菜を甘辛い汁で似た料理を給食風にアレンジ

・いしる煮〈能登の郷土料理〉
イカのわたを塩漬けにして、その上澄みをこして
作ったもの

給食で出された地場産物を使った石川の料理
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Q
昭
和
30
、40
年
代
に
開
発
さ
れ
た
住
宅

地
に
お
い
て
、水
害
を
防
ぐ
た
め
に
も

用
排
水
路
整
備
の
必
要
性
を
問
う
。

Ⓐ
農
業
用
と
し
て
必
要
の
な
い
用
排
水
路

は
雨
水
排
除
計
画
を
鑑
み
、今
後
、側

溝
の
底
上
げ
な
ど
の
再
整
備
を
検
討
し
た
い
。

Q
人
口
密
度
も
高
い
本
市
に
お
い
て
、駐

車
場
も
完
備
さ
れ
た
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
の
大
き
な
森
公
園
は
、有
事
の
際
に
は
避
難

場
所
や
仮
設
住
宅
に
も
応
用
が
可
能
で
あ
る

た
め
、造
成
を
提
唱
す
る
。

Ⓐ
北
西
部
土
地
区
画
整
理
地
内
に
お
い
て

約
２
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
園
整
備
を

進
め
て
い
る
。駐
車
場
の
完
備
、緊
急
避
難
地
、

仮
設
住
宅
な
ど
の
防
災
公
園
と
し
て
の
活
用

を
考
慮
し
て
い
る
。ま
た
、野
々
市
中
央
公
園

の
拡
充
に
つ
い
て
も
調
査
中
で
あ
る
。

Q
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

産
・
学
・
官
に
プ
ラ
ス
民
の
力
を
。
ど

の
よ
う
な
形
で
協
働
で
き
る
の
か
、市
長
の
意

気
込
み
を
問
う
。

Ⓐ「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」「
野
々
市

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
」「
公
共
経
営
」の
３

点
に
つ
い
て
、実
践
し
て
い
き
た
い
。

Ⓐ
本
市
だ
け
が
持
つ
魅
力
を
さ
ら
に
掘
り

起
こ
し
、都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
、好
感
度
や
知
名
度
、幸
福
度
の
高
い

市
民
が
生
活
す
る
都
市
を
目
指
し
た
い
。

Q
新
図
書
館
を
新
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
は
老
朽
化
し

て
い
る
。多
く
の
サ
ー
ク
ル
が
中
央
公
民
館
を

活
用
し
て
い
る
が
、高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

人
が
多
く
利
用
し
て
お
り
、階
段
を
上
が
る
姿

を
見
か
け
る
が
、大
変
苦
痛
に
感
じ
ら
れ
る
。

改
築
を
契
機
に
、周
辺
整
備
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
で
き
な
い
も
の

か
、検
討
を
願
う
。

Ⓐ
中
央
公
民
館
は
老
朽
化
に
伴
い
、緊
急

性
の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
修
繕
を
行
っ

て
い
る
。旧
庁
舎
周
辺
の
地
区
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
も
配
慮
し
、人
が
集
う
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。本
町
地
区
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
調
査
し
た
い
。

子
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

Ⓐ
各
施
設
に
お
い
て
予
防
的
な
修
繕
、計

画
的
な
維
持
管
理
を
順
次
実
施
し
、ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
た
い
。

Q
墓
地
に
つ
い
て
、
場
所
、
設
置
時
期
を

問
う
。

Ⓐ
市
営
、
共
同
墓
地
を
合
わ
せ
、
現
在

２
千
区
画
あ
る
が
、
今
後
10
年
間
で

５
千
区
画
に
増
設
し
た
い
。ま
た
、墓
地
の
場

所
に
つ
い
て
は
土
地
区
画
整
理
事
業
可
能
性

調
査
の
中
で
設
置
の
検
討
を
し
て
い
る
。

教
室
の
際
に
も
歯
科
医
な
ど
に
よ
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
を

Q
志
賀
原
発
事
故
に
備
え
た
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
と
、安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
を
。

Ⓐ
地
域
防
災
計
画
の
中
で
も
市
独
自
で
見

直
し
が
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
、専
門

家
な
ど
の
意
見
を
参
考
に
順
次
検
討
し
て
い

る
。志
賀
原
子
力
発
電
所
と
本
市
の
距
離
が
約

60
㎞
あ
る
た
め
、現
時
点
で
は
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
備
蓄
は
考
え
て
い
な
い
が
、今
後
、防
災
会

議
の
中
で
検
討
し
た
い
。

新
図
書
館
の
建
設
時
期
は

Q
新
総
合
計
画
に
お
け
る
新
図
書
館
の
建

設
時
期
は
。

Ⓐ
建
設
時
期
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。建
設

に
向
け
た
検
討
は
平
成
28
年
度
を
目
途

と
考
え
て
い
る
。

　
市
政
全
般
に
わ
た
り
、辻
、田
中
、大
東
、岩
見
、川
、尾
西
、中
村
、村
本
、平
野
、金

村
、西
本
、早
川
議
員
の
12
名
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
と
質
問
、答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

一 
般 

質 

問

Q
２
０
１
１
年
を
振
り
返
る
と
３
月
11
日

に
起
き
た「
東
日
本
大
震
災
」。個
人
と

し
て
南
三
陸
、志
津
川
、戸
倉
町
へ
約
60
日
間

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
っ
て
き
た
。テ
レ

ビ
や
新
聞
な
ど
の
報
道
と
は
違
い
、驚
き
と
絶

望
の
思
い
で
愕
然
と
し
た
。市
政
づ
く
り
に
つ

い
て
、先
般
、野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
基

本
構
想
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
提
出

さ
れ
た
。こ
れ
か
ら
の
市
政
づ
く
り
、市
長
の

思
い
の
一
環
を
尋
ね
る
。

Q   

災
害
時
に
お
け
る
女
性
の
視
点
を
災
害

対
策
に
取
り
入
れ
よ
。防
災
会
議
に
女

性
を
登
用
、男
女
共
同
参
画
と
の
連
携
推
進
を

提
案
す
る
。

Ⓐ
防
災
会
議
の
構
成
員
の
中
で
は
、石
川

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
が
女
性

で
あ
る
。防
災
で
は
こ
れ
ま
で
も
女
性
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、防
災
計
画
の
見
直
し

の
際
に
も
女
性
や
障
害
を
持
っ
た
人
の
意
見

を
反
映
し
て
い
き
た
い
。

Q
滞
在
型
文
化
芸
術
施
設
を
提
案
す
る
。

芸
術
文
化
型
宿
泊
施
設
に
図
書
館
や
カ

フ
ェ
の
設
置
を
提
案
す
る
。新
図
書
館
建
設
の

時
期
、場
所
を
伺
う
。

Ⓐ
滞
在
型
文
化
芸
術
施
設
で
あ
る
が
、近

隣
に
宿
泊
施
設
が
多
く
あ
る
た
め
、設

置
は
考
え
て
い
な
い
。新
図
書
館
は
今
後
あ
ら

ゆ
る
点
か
ら
研
究
し
た
い
。

Q
超
高
齢
社
会
の
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
せ
。民
の
財
政
力
を
活
用
す
る
こ
と

で
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

障
が
い
者
用
、２
世
帯
用
、フ
ァ
ミ
リ
ー
用
な
ど

多
機
能
な
住
環
境
を
建
物
建
設
条
件
に
し
、ま

ち
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。高
齢
者
の
雇
用
の

場
を
産
官
学
財
で
創
出
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

Ⓐ
超
高
齢
化
社
会
の
視
点
か
ら
の
提
案
な

ど
は
野
々
市
産
業
戦
略
会
議
に
伝
え
た

い
。今
後
、市
民
団
体
を
は
じ
め
、大
学
、商
工

会
、Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関
、市
が
一
体
と
な
っ

て
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

Q
大
き
な
事
故
を
防
ぐ
施
設
管
理
を
提
案

す
る
。道
路
に
穴
が
あ
き
事
故
が
起
き
る

前
、屋
根
が
雨
漏
り
す
る
前
、予
防
・
保
全
す
る

た
め
に
、施
設
の
規
模
、建
設
年
度
、費
用
、設

計
者
、施
行
者
、敷
地
の
状
況
、工
事
履
歴
な
ど

の
情
報
を
体
系
的
に
収
集
し
、施
設
台
帳
を
電

災
害
対
策
、
防
災
会
議
に
女
性
の
登
用
提
案

大
東　

和
美　

議
員

Q
高
崎
市
の
自
校
式
学
校
給
食
の
視
察
か

ら
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
代
替
食
も
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
、調
理
場
か
ら
の
匂
い
で
給

食
が
楽
し
み
に
な
る
、よ
り
新
鮮
で
お
い
し
い

給
食
が
提
供
で
き
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。本

市
の
セ
ン
タ
ー
化
は
、こ
れ
ら
が
失
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。市
・
県
産
食
材
の
使
用
率
と
、使

用
を
拡
大
す
る
方
策
は
。セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
の
検
証
を
お
こ
な
っ
て
き
た
か
。

Ⓐ
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
食

専
用
調
理
室
で
調
理
す
る
の
で
、よ
り

安
全
な
対
応
食
を
提
供
で
き
る
。ま
た
給
食
セ

ン
タ
ー
化
し
て
も
、栄
養
士
の
定
期
的
派
遣
に

よ
る
児
童
と
の
交
流
の
実
施
、調
理
現
場
の
見

学
・
試
食
・
調
理
デ
モ
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で

以
上
に
食
育
を
実
施
で
き
る
。地
場
産
物
の
使

用
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
や
生
産
者
の
理
解
・
協

力
の
も
と
献
立
作
成
を
行
っ
て
い
る
。給
食
セ

ン
タ
ー
化
に
よ
る
検
証
で
あ
る
が
、財
政
的
視

点
だ
け
で
な
く
、食
育
や
安
全
性
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
市
民
の
く
ら
し
は

Q
本
市
の
コ
メ
に
も
影
響
が
お
よ
び
、遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
義
務
の
撤

廃
、お
金
持
ち
し
か
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
な

い
な
ど
、市
民
の
暮
ら
し
が
打
撃
を
受
け
る
。

市
長
の
認
識
と
政
府
に
参
加
表
明
撤
回
を
求

め
る
考
え
は
な
い
か
。

Ⓐ
全
国
市
長
会
が
農
林
水
産
副
大
臣
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

要
請
を
し
て
い
る
。今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に

つ
い
て
は
関
税
以
外
の
障
壁
が
議
論
の
焦
点

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、政
府
の
情
報
や

対
策
に
注
目
し
た
い
。

歯
科
検
診
を
特
定
健
診
に

Q
35
歳
以
上
の
８
割
が
歯
周
病
患
者
と
言

わ
れ
て
い
る
。虫
歯
・
歯
周
病
の
早
期

発
見
、早
期
治
療
に
定
期
検
診
が
有
効
で
は
。

Ⓐ
６
月
の
歯
の
衛
生
週
間
の
時
に
歯
の
健

康
フ
ェ
ス
タ
と
題
し
て
歯
科
検
診
を

実
施
し
て
い
る
。ま
た
、乳
幼
児
健
診
や
妊
婦

自
校
方
式
給
食
で
食
育
・
地
産
地
消
の
推
進
を

岩
見　

博　

議
員

Q『
野
々
市
市
第
一
次
総
合
計
画
』基
本
構

想
の
策
定
に
お
い
て
の
提
案
説
明
や
、

所
信
表
明
か
ら
も
、粟
市
長
の
新
市
に
対
す
る

意
気
込
み
は
、と
て
も
心
強
く
、本
市
の
新
た

な
船
出
と
明
る
い
未
来
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る

力
強
い
も
の
だ
っ
た
。市
長
が
描
い
て
い
る
こ

れ
か
ら
の
本
市
に
必
要
不
可
欠
な
施
策
、取
り

組
み
な
ど
、具
体
的
な
計
画
・
展
望
を
示
せ
。

本
市
独
自
の
特
色
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ

ふ
れ
る
計
画
・
施
策
な
ど
を
尋
ね
る
。市
長
の

心
の
中
に『
ビ
ジ
ョ
ン
』『
構
想
』『
未
来
に
繋
が

る
よ
う
な
夢
の
あ
る
計
画
』は
あ
る
の
か
。粟
市

長
が
思
い
描
い
て
い
る
野
々
市
市
の
未
来
像
・

方
向
性
に
つ
い
て
の
見
識
・
見
解
を
伺
う
。

Ⓐ
今
回
提
案
し
た
総
合
計
画
基
本
構
想
に

も
本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
網
羅
し
た

が
、中
で
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
は
、ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
が
あ
げ
ら
れ
る
。

市
民
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
作
業
の
過
程
と
、

そ
の
結
果
で
き
る
条
例
は
本
市
独
自
の
も
の
で

あ
り
、市
民
が
理
想
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
示
す
も
の
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

野
々
市
市
の
未
来
を
粟
市
長
に
問
う川　

哲
郎　

議
員

Q
自
転
車
に
対
す
る
規
制
も
、痛
ま
し
い

事
故
と
共
に
連
日
強
化
す
る
と
の
報
道

が
あ
る
。３
年
前
に
自
転
車
道
の
環
境
整
備
に

つ
い
て「
努
力
す
る
」
と
回
答
を
得
た
。
そ
の

努
力
の
成
果
は
。環
境
整
備
は
市
道
全
体
の
何

割
か
。自
転
車
利
用
者
は
マ
ナ
ー
の
向
上
、行

ぬ
く
も
り
の
あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て

尾
西　

雅
代　

議
員

市
制
施
行
、
図
書
館
建
築
と
中
央
公
民
館
改
築

田
中　

昭
一　

議
員

安
心
で
き
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り辻　

信
行　

議
員



11　広報ののいち　2012. 2月号 広報ののいち　2012. 2月号　10

政
は
歩
道
拡
幅
な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。自
助
、共
助
で
安
全
安
心
の
生
活

環
境
に
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Ⓐ
自
転
車
が
通
行
可
能
な
歩
道
の
整
備
状

況
は
、市
道
全
体
に
対
し
、約
19
％
で
あ

る
。ま
た
市
が
整
備
す
る
道
路
で
、歩
行
者
・

自
転
車
の
利
用
が
多
い
場
所
は
幅
員
の
広
い

歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。さ
ら
に

歩
道
整
備
に
あ
わ
せ
て
15
か
所
の
交
差
点
の

段
差
解
消
を
予
定
し
て
い
る
。マ
ナ
ー
向
上
の

点
で
は
各
種
団
体
・
住
民
の
協
力
の
も
と
、自

転
車
り
ん
り
ん
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
は
じ
め
と
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

Q
堀
内
上
林
線
の
朝
の
交
通
量
を
把
握
し

て
い
る
か
。歩
道
が
な
く
路
肩
も
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
こ
を
多
く
の
車
、
自
転
車
、
歩

行
者
が
行
き
か
っ
て
い
る
。こ
の
現
状
を
ど
う

考
え
る
の
か
。

Ⓐ
平
成
22
年
度
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、こ
の
路
線
の
交
通
量
は
朝
の
通
勤

時
間
帯
で
１
，７
０
０
台
ほ
ど
で
あ
る
。こ
の
沿

線
に
あ
た
る
中
林
地
区
で
行
っ
て
い
る
土
地
区

画
整
理
事
業
可
能
性
調
査
の
中
で
、堀
内
上
林

線
、四
十
万
中
林
線
を
都
市
計
画
道
路
と
し
て

位
置
づ
け
、道
路
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
粟
田
保
育
園
が
移
転
す
る
。南
部
地
区

に
は
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
屋
内

施
設
が
な
い
。地
域
が
孤
立
し
な
い
環
境
対
策

を
検
討
せ
よ
。

Ⓐ
児
童
館
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
整
備
計
画
は
な
い
が
、新
設
予
定
の

保
育
園
に
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

Q
公
園
や
道
路
に
は
樹
木
が
植
栽
さ
れ
、緑

あ
ふ
れ
る
大
変
好
ま
し
い
光
景
で
あ
る
。

そ
こ
で
、樹
木
に
は
名
札
を
付
け
て
ほ
し
い
。我

が
市
が
ほ
っ
こ
り
と
し
た
ぬ
く
も
り
の
街
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

Ⓐ
名
札
の
設
置
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
た

い
。

Ⓐ
市
役
所
の
組
織
に
つ
い
て
は
、業
務
内

容
の
変
化
、必
要
性
に
応
じ
て
常
に
見

直
し
と
検
討
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、今
後
研

究
し
た
い
。消
防
サ
イ
レ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

は
、町
内
会
や
消
防
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
考

え
た
い
。

保
存
地
区
選
定
へ
の
調
査
、研
究
お
よ
び
独
自

の
保
存
施
策
を
求
め
る
。

Ⓐ
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
が
地
域
活
性
化
の
原
動
力
と
な
る

こ
と
か
ら
、市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。本
町
地
区
ま
ち
な
み
保
存
に
つ
い
て

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

市
民
や
地
区
住
民
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、景

観
条
例
の
策
定
に
つ
な
げ
、歴
史
的
ま
ち
な
み

の
保
存
と
再
生
を
進
め
た
い
。

Q
野
々
市
市
独
自
で
の
線
量
計
導
入
に
つ

い
て
、有
事
の
際
の
敏
速
な
市
民
へ
の

情
報
提
供
の
た
め
、本
市
独
自
の
線
量
計
導
入

を
求
め
る
。

Ⓐ
白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部
に
お
い
て

保
有
し
て
い
る
ガ
ン
マ
線
・
エ
ッ
ク
ス

線
用
線
量
率
計
３
台
の
う
ち
、１
台
を
野
々
市

消
防
署
に
配
備
し
、有
事
の
際
の
情
報
提
供
に

備
え
た
い
。

ま
で
の
期
間
は
在
宅
の
人
は
平
均
３
カ
月
、施

設
の
人
は
７
か
ら
12
カ
月
で
あ
る
。こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
緊
急
に
富
樫
苑
の
整
備
拡
張
を

行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。ま
た
、介
護
施

設
の
整
備
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、策

定
中
の
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
検
討

し
た
い
。

Q
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、給

食
を
中
学
校
２
校
と
野
々
市
小
学
校
１

校
分
１
，９
０
０
食
を
作
り
、
増
築
後
、
市
内

す
べ
て
の
小
中
学
校
分
で
５
，２
５
０
食
を
作

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。増
築
分
か
ら
出
る
食

品
残
渣
は
、月
３
ト
ン
か
ら
４
ト
ン
程
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。食
品
残
渣
の
堆
肥
化
の
検
討

は
。資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た
め
、生
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
有
効
と
考
え
る
。食
育
や

環
境
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
見

込
ま
れ
る
と
思
う
が
、い
か
が
か
。

Ⓐ
新
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
の
堆
肥
化

は
臭
気
、衛
生
面
な
ど
周
辺
施
設
へ
の

影
響
を
鑑
み
る
と
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え

る
。民
間
へ
の
委
託
に
つ
い
て
は
、堆
肥
化
の

方
が
コ
ス
ト
増
と
な
る
こ
と
、堆
肥
の
産
出
量

や
流
通
ル
ー
ト
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど

課
題
が
あ
る
。資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
研
究
は
続
け
た
い
。

Q
平
成
22
年
度
の
大
雪
の
教
訓
か
ら
、第

３
次
路
線
の
除
雪
の
際
、地
域
間
の
時

間
差
を
短
縮
す
る
た
め
に
、さ
ら
な
る
除
雪
体

制
の
強
化
を
求
め
る
。ま
た
市
民
の
自
助
・
共

助
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、町
内
会
な
ど
で
の

小
型
除
雪
機
の
購
入
に
対
し
て
助
成
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

Ⓐ
リ
ー
ス
車
両
１
台
、小
型
除
雪
機
２
台

を
増
や
し
、除
雪
体
制
の
強
化
を
図
っ

た
。ま
た
、町
内
会
な
ど
で
の
小
型
除
雪
機
購

入
に
対
す
る
助
成
つ
い
て
は
、具
体
的
に
検
討

し
た
い
。

Q
市
内
公
立
保
育
園
で
職
員
や
保
護
者
が

使
用
す
る
成
人
用
ト
イ
レ
が
不
足
し
て

い
る
。職
員
の
健
康
管
理
と
、行
事
の
際
の
保

護
者
の
使
用
を
考
慮
し
て
、特
に
不
足
が
顕
著

な
御
経
塚
保
育
園
の
成
人
用
ト
イ
レ
の
増
設

を
求
め
る
。

Ⓐ
職
員
な
ど
の
健
康
管
理
や
衛
生
面
な
ど

か
ら
、解
消
す
る
方
策
を
具
体
的
に
検

討
し
た
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
と
松
任
石
川
中
央
病
院

と
の
間
に
運
行
予
定
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

に
つ
い
て
、運
行
ル
ー
ト
や
運
行
ダ
イ
ヤ
の
周

知
が
必
要
と
考
え
る
。の
っ
テ
ィ
に
比
べ
て
知

名
度
が
低
い
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ど
の
よ
う
な
手

段
で
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
、具
体
的
な
方
策
を
伺
う
。

Ⓐ
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳
細
が
確
定
次
第
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、全
戸
配
布
し
た
い
。

Q
石
川
県
が「
幸
せ
度
」
全
国
３
位
に
な

り
、本
市
も
石
川
県
№
１
の「
幸
せ
度
」

に
な
り
、全
国
で
上
位
の
市
に
な
る
た
め
の
市

長
の
心
意
気
を
語
れ
。

Ⓐ
人
と
人
の
つ
な
が
り
や
絆
に
重
き
を
置

く
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進

め
た
い
。す
べ
て
の
市
民
が
市
民
協
働
の
考
え

を
認
知
し
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、幸
せ
度

の
高
い
市
民
が
生
活
す
る
市
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

Q
「
北
国
街
道
、野
々
市
の
市
」の
定
着
化

へ
の
市
の
支
援
、お
よ
び
北
国
街
道
沿

い
の
街
並
み
保
存
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ

い
て
、市
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、

定
着
化
へ
の
さ
ら
な
る
市
当
局
の
支
援
お
よ

び
、北
国
街
道
沿
い
の
国
の
伝
統
的
建
造
物
群

市
民
へ
の
幸
せ
度
に
対
す
る
心
意
気
は

中
村　

義
彦　

議
員

Q
11
月
11
日
の
式
典
は
古
代
の
聖
な
る
儀

式
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
厳
粛
に
も
祝

祭
と
も
い
う
べ
き
誇
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

海
を
も
越
え
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
る
。市
制
後
の「
児
童
生
徒
と
市
長
に
よ

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
」の
成
果
は
。継
続
し
て

は
。Ⓐ

子
ど
も
た
ち
が
野
々
市
市
の
現
状
や
将

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、ふ
る

さ
と
野
々
市
へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

野
々
市
市
の
最
初
の
総
合
計
画
に
つ
い
て

Q
将
来
都
市
像
と
し
て「
人
の
和
で
椿
十

徳　

生
き
る
ま
ち
」
野
々
市
が
い
い
、

住
み
続
け
た
い
、の
の
い
ち
人
、の
の
い
ち
っ

子
と
と
も
に
、と
謳
わ
れ
た
。地
方
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
自
由
度
の
高
い
基
本
構
想
の
要

の
部
分
を
市
民
と
共
有
す
る
に
は
。椿
十
徳
を

具
現
す
る
に
は
。

Ⓐ
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、市
民
と
と
も
に
歩
み
、育

み
、安
全
・
安
心
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
魅
力
あ
ふ
れ
る
、に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、全
身
全
霊
で
取
り
組
み
た
い
。

新
年
度
の
予
算
・
機
構
改
革
に
つ
い
て

Q
行
政
し
か
得
に
く
い
情
報
を
、「
産
業

戦
略
会
議
」な
ど
へ
す
み
や
か
に
提
供

で
き
る
機
構
を
整
備
し
、予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
。
市
長
部
局
の
中
に
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
分
野

を
移
管
し
て
は
。特
に
防
災
に
つ
い
て
の
事
業

の
重
点
は
。手
始
め
に
４
地
区
に
あ
る
消
防
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

野
々
市
市
が
誕
生
し
て

村
本　

道
治　

議
員

Q
野
々
市
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
案
）
の
概
要
版
で
示
さ
れ
て
い
る
地

域
別
構
想
北
部
地
域
の
概
要
か
ら
質
問
す
る
。

中
央
公
園
周
辺
を
健
康
と
防
災
の
拠
点
と
位

置
づ
け
し
、広
域
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
の
充

実
を
図
る
と
な
っ
て
い
る
が
、広
域
防
災
拠
点

の
面
積
を
ど
の
程
度
想
定
し
て
い
る
の
か
。ま

た
、広
域
防
災
拠
点
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
考
え
て
い
る
の
か
示
せ
。

Ⓐ
野
々
市
中
央
公
園
周
辺
は
国
道
８
号
な

ど
に
近
接
し
、交
通
の
利
便
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、こ
の
特
性
を
導
き
だ
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
選
択
を
含

め
て
検
討
し
て
い
る
。規
模
に
つ
い
て
は
、現

在
の
約
２
倍
程
度
に
拡
張
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
が
、土
地
区
画
整
理
事
業
可
能
性
調
査

の
結
果
に
よ
り
方
針
を
定
め
て
い
き
た
い
。

Q
都
市
計
画
道
路
を
延
伸
す
る
予
定
に
つ

い
て
、高
尾
堀
内
線
は
地
域
の
居
住
環

境
を
整
え
て
い
く
上
で
も
、防
災
基
盤
を
整
備

す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
の
で
、早
期
着
工
を

お
願
い
し
た
い
。

Ⓐ
区
画
整
理
事
業
可
能
性
調
査
に
お
い

て
、接
続
先
を
選
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、行
政
界
を
ま
た
ぐ
路
線
で
も
あ
る
た

め
、白
山
市
と
の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

平
野　

政
昭　

議
員

Q
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
た
時
に

は
、速
や
か
に
施
設
に
入
所
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
富

樫
苑
で
は
、11
月
末
現
在
、50
人
以
上
の
待
機

者
が
お
り
、そ
の
内
、要
介
護
３
以
上
の
人
が

42
人
い
る
と
聞
い
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、市

長
は
富
樫
苑
の
整
備
・
拡
張
を
進
め
る
計
画

を
持
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
今
後
は
、急
速
に

高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、高
齢
者
だ

け
の
世
帯
も
増
加
し
て
い
る
。在
宅
で
の
生
活

が
困
難
に
な
っ
た
人
が
安
心
し
て
生
活
し
て

い
く
た
め
に
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ⓐ
富
樫
苑
の
待
機
者
の
中
で
緊
急
性
が
高

い
人
は
16
人
程
度
で
、そ
の
中
で
も
在

宅
の
６
人
は
早
い
段
階
で
の
入
所
が
望
ま
し

い
と
判
断
す
る
。ま
た
、申
し
込
み
か
ら
入
所

介
護
問
題
に
つ
い
て

金
村　

哲
夫　

議
員

野
々
市
市
の
除
雪
体
制
の
強
化
を
求
め
る

西
本　

政
之　

議
員



13　広報ののいち　2012. 2月号 広報ののいち　2012. 2月号　12

ま
た
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
ル
ー
ト
沿
線
の
事
業
所

な
ど
に
対
し
、バ
ス
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
利

用
促
進
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
た
い
。

Q
市
制
施
行
直
後
、市
内
２
中
学
校
、５
小

学
校
で「
市
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
た
が
、次
代
を
担
う
児
童
生
徒
の
目
か
ら

見
た
率
直
な
意
見
や
要
望
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、市
長
は
ど
う
感
じ
た
か
。

Ⓐ
小
学
校
で
は「
市
長
に
な
っ
て
最
初
に
や

り
た
い
こ
と
は
何
か
。」「
公
園
に
遊
具
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。」中
学
校
で
は「
市
に
な
っ

て
中
学
校
に
関
係
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。」「
教

室
に
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
て
欲
し
い
。」な
ど
の
意

見
・
要
望
が
あ
っ
た
。子
ど
も
た
ち
は
思
っ
た

以
上
に
市
の
現
状
や
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
て
お
り
、頼
も
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

Q
市
は
体
育
施
設
を
は
じ
め
多
く
の
公
共

施
設
を
有
し
て
い
る
が
改
修
時
期
に
来

て
い
る
も
の
が
多
い
。中
で
も
設
備
も
老
朽
化

し
て
い
る
市
民
野
球
場
を
大
学
野
球
や
Ｂ
Ｃ

リ
ー
グ
の
公
式
戦
が
で
き
る
よ
う
な「
野
々
市

椿
ス
タ
ジ
ア
ム
」に
大
改
造
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。市
民
の
夢
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
、防
災

の
拠
点
と
し
て
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

Ⓐ
市
民
野
球
場
は
地
区
公
園
の
野
球
場
と

し
て
整
備
し
、軟
式
野
球
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
り
、配
置
面
で
も
道
路
に
近
接
し
て

い
る
ほ
か
、駐
車
場
の
確
保
な
ど
の
問
題
が
あ

る
た
め
、Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
な
ど
の
公
式
戦
が
で
き

る
よ
う
な
改
修
は
困
難
と
考
え
る
。

Q
市
と
な
っ
て
さ
ら
に
交
流
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、交
通
混
雑
や
事
故

が
懸
念
さ
れ
る
。各
集
落
に
は
幅
員
が
狭
く
曲

が
り
く
ね
っ
た
市
道
が
多
く
存
在
す
る
が
、新

た
な
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
を
聞
く
。

Ⓐ
狭き

ょ
う
あ
い
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業
と
し
て
、幅

員
４
・
８
４
ｍ
未
満
の
道
に
つ
い
て
は

建
築
な
ど
の
事
案
が
あ
っ
た
時
、土
地
所
有
者

か
ら
の
用
地
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、測
量
か
ら

整
備
ま
で
の
費
用
を
市
が
負
担
し
、道
路
を
拡

幅
し
て
い
る
。ま
た
、学
校
周
辺
や
通
学
路
の

歩
道
整
備
な
ど
の
安
全
対
策
、交
差
点
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
良
も
行
っ
て
い
る
。

Q
市
民
の
高
齢
化
に
よ
り
健
康
を
維
持
し

互
い
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
、ま
ち

づ
く
り
に
重
要
で
あ
る
。市
で
は
地
域
サ
ロ
ン

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、さ
ら
な
る
普
及
の

た
め
に
積
極
的
な
支
援
を
望
む
。

Ⓐ
地
域
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
際
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
相
談
セ
ン

タ
ー
に
相
談
す
れ
ば
、指
導
・
助
言
を
し
て
い

る
。ま
た
補
助
制
度
は
近
年
変
化
し
て
い
る
の

で
、地
域
サ
ロ
ン
の
具
体
的
な
内
容
や
方
針
を

聞
き
、個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

議 

会 

活 

動

12
月
16
日
か
ら
１
月
15
日

■
12
月

16
日	

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

■
１
月

６
日	

議
会
運
営
委
員
会

13
日	

南
加
賀
市
議
会
議
長
会
総
会

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

12
月
分
入
札

■
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業　

区
画
街

路
築
造
工
事　

第
80
工
区

予
定
価
格　

１
４
９
１
万
円

落
札
価
格　

１
４
１
７
万
５
千
円

落
札
者　

㈲
コ
ウ
セ
イ

ご 

寄 

附あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
福
祉
基
金

▽
連
合
石
川
か
が
地
域
協
議
会
様
か
ら

４
万
円

▽
野
々
市
市
勤
労
者
協
議
会
様
か
ら

２
万
６
８
０
０
円

▽
野
々
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
様
か
ら

２
万
５
０
６
２
円

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
様
か
ら

１
万
８
３
９
６
円

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
株
式
会
社
絹
川
商
事
代
表
取
締
役
社
長

絹
川
善
信
様
か
ら	

30
万
円

▽
関
西
野
々
市
会
会
長
魚
野
政
治
様
か
ら

３
万
円

▽
野
々
市
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
様

か
ら	

２
万
６
９
７
９
円

総
務
大
臣
表
彰

▽
多
年
に
わ
た
り
、国
勢
調
査
員
と
し
て
、

国
勢
調
査
事
務
に
尽
力
さ
れ
る

藤　力 氏
（高橋町）

前川　靖子 氏
（押野五丁目）

市 

感 

謝 

状

北　

弘
之
氏　

多
年
に
わ
た
り
市
生
活
安

全
審
議
会
委
員
と
し
て
防
犯
・
交
通
安
全

の
推
進
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
持
に
努

め
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
。

地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～

…27

あ
な
た
の
意
見
が
、
野
々
市
を
創
る
!!

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画

地
域
座
談
会
が
終
了
し
ま
し
た
!!

地
域
座
談
会
で
は
…

　

地
域
座
談
会
の
全
体
的
な
傾
向
を
み
る
と
、
地

域
で
支
援
が
必
要
な
人
に
対
す
る
「
見
守
り
」
や

「
日
常
的
な
支
え
合
い
」
に
関
す
る
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
つ
い
で
「
町
内
会
活
動
」、「
若
い
世

代
の
地
域
参
加
」
や
「
世
代
間
交
流
」
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
で
福
祉
」を
創
る
に
は
、地
域
住
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
「
町
内
会
活
動
の
活
性
化
」
を
は

じ
め
、「
地
域
住
民
の
参
加
・
交
流
の
場
づ
く
り
」

も
大
切
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

計画策定までの流れ

地
域
座
談
会
と
は
…

　
「
地
域
福
祉
計
画
」
お
よ
び
「
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
の
策
定
の
た
め
に
平
成
23
年
8

月
17
日
か
ら
11
月
17
日
に
か
け
て
、
市
内
19

カ
所
計
５
０
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
住
民

の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
地
域
の
心

配
事
や
助
け
合
い
・
支
え
合
い
、
地
域
自
慢

な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「アパート・マンション等の新しい住
民との交流」に関することなど、各
会場でさまざまな意見が出ました。
詳しくは報告書にまとめ、市HPにも
掲載する予定です。

アンケート
調査

（対象人数2000人）

平成23年６月

地域
座談会

（19カ所、のべ
507人参加）

平成23年８〜11月

テーマ別
部会

平成24年５〜７月ごろ

計画の
策定

平成25年3月ごろ

➡ ➡ ➡

新
市
に
期
待
す
る
も
の

早
川　

彰
一　

議
員

　市と市社会福祉協議会では、平成23年４月から２年間かけて「地域福祉
計画」および「地域福祉活動計画」を策定しています。
　地域座談会の他にアンケート調査、テーマ別部会を通して住民の声を反
映した計画づくりを行っていきます。

大勢の市民に集まってい
ただき、グループワーク
形式で計画の素案を作っ
ていきます。参加者の募
集は、来月号に掲載予定！

＜男女別参加者数＞
男性 女性 合計

259 人 248 人 507 人

　

当
日
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
住
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
参
加
呼
び
か
け
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

町
内
会
役
員
、民
生
委
員
、

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
ほ
か

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。広報情報課（☎227− 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

お正月を笑顔で過ごしましょう
福笑い作り

　12月14日㈬子育て支援センター和光でお正月に向けた
福笑い作りが行われました。先生の手ほどきを受けながら、
お母さんが顔の型をマジックで丁寧に書き、はさみを使っ
て顔のパーツを作成。子どもたちは、簡単なのり付けを行っ
ていました。「もう少しでできるよ～」「上手にできたね～」
とお母さんが子どもに話かける姿も見られ、仲良く完成さ
せていました。
　このあと親子は、出来上がった顔を使って、楽しそうに
遊んでいました。

いつまでもスポーツを楽しむために
スポーツ傷病の予防と応急手当て講習会

　スポーツ中に起こる事故の予防策や、いざというときの
応急手当てを学ぶ講習会が、２回に分けて市民体育館で開
かれました。
　このうち、12月13日㈫に行われたのは、テーピングに
よる応急措置などの実技。講師の宮本孫之氏は「テーピン
グはあくまで応急処置。すぐに病院に行くことが大切」と
したうえで、目的別の処置方法を紹介しました。20人の
参加者は、筋肉に沿って縦と横に使い分ける複雑な貼り方
に苦労しながらも、緊急時に備えて真剣に学んでいました。

　市社会福祉協議会では毎年、歳末たすけ合い運動を行ってい
ます。12月22日㈭には、民生委員・児童委員が市内と周辺の
54の施設・病院及び地域を慰問し、集まった募金約817万円の
うち約517万円を支援を必要とする高齢者や障害者など約1460
人に手渡しました。富樫苑では委員が、入所者一人一人に慰問
金を手渡しながら「体に気をつけてくださいね」と声をかけて
いました。
　また今年は、東日本大震災を受け、地域の住民が団結して支
え合うことの大切さを改めて実感する中での運動となりました。

広がる支え合いの輪
歳末たすけ合い募金

市として祝う　新年の門出
新年互礼会

　市になって初めての新年を迎えた１月４日㈬、新年互礼
会が情報交流館カメリアで開かれました。会場に集まった
約300人を前に、粟市長は市となった昨年11月11日を振
り返り「あの日の思いは一生忘れられない。その思いを大
切に、市民協働でまちづくりを進めていきたい」と、決意
を述べました。引き続き、北村市議会議長、吉田・徳野両
県議会議員があいさつし、村山市商工会長の発声で乾杯
しました。また、西村JAののいち組合長のあいさつの後、
藤市連合町内会長の音頭で万歳三唱しました。

みんなで辰年の準備
本町児童館で恒例のカレンダー作り

　12月26日㈪、本町児童館で年末恒例の干支のカレン
ダーづくりが行われました。
　この日は、外は雪模様でしたが、参加した7人の小学生
はお気に入りの辰のイラストをスチレンボードに刻み、イ
ンクを付けて台紙に刷り込んでいました。最後に、この版
画の下に1年の暦を貼って見事完成。
　この日は、１年から４年生が参加していましたが、児童
館では、高学年の利用が年々少なくなっているので、もっ
と５・６年生も遊びにきてほしいとのこと。

―― 放送時間 ――
金沢ケーブルテレビネット
デジタルハイビジョン009ch

２月  6日㈪ 正午〜
　　  7日㈫ 午前８時半〜
　　  8日㈬ 午後４時半〜
　　  9日㈭ 午後６時半〜
　　10日㈮ 午後７時〜

首都東京に響く、野々市「市」の産声
市制施行記念交流会in東京

　市制施行を記念して、関東在住の野々市市の応援団を増
やそうと、12月22日㈭、都内のホテルで交流会が開かれ
ました。会場には、東京野々市会の会員ら野々市にゆかり
のある約70人が集まり、郷土のますますの発展を願いま
した。会では、粟市長と北村市議会議長らがあいさつし、
地元国会議員・県議も駆けつけ、祝辞を述べました。
　交流会に先立ち、粟市長、重要無形文化財「蒔絵」保持者
の中野孝一さん、ギタリストの井上智さん、金沢工業大学東
京虎の門事務室長の泉屋利吉さんによる対談が収録されまし
た。金沢ケーブルテレビネットで下記時間帯に放送されます。

↑毎年BIG APPLE in Nonoichi に出演している
　世界屈指のギタリスト井上智さんによる生演奏

↑ふるさとの味（かぶら寿し、ヤーコンの天ぷら、キウイフルーツ）がずらり

写真展「野々市 今・昔」草木染めスカーフ
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わ
た
し
の

夢

ぼ
く
の

夢

〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

● 今月のおはなし会

とき：２月４、25日㈯
　　　午前11時から
場所：図書館１階
　　　児童図書コーナー

図書館お役立ち情報：毎月発行の「図書館だより」には、図書館や本の情報が満載。市内の公共施設やホームページでも読めます。

● 今月の展示図書

テーマ『私小説』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

● 大人向け

『子育てママの家づくり　改訂版』
加藤　充／著

幻冬舎メディアコンサルティング

「子育て世代にこそ、庭つき一
戸建てを！」土や花、動物とふ
れあって、子どもの心も豊かに
育つはず。家事の大半を仕切る
ママの目線で、理想の住まいを
手に入れる方法を伝授。

● 子ども向け

『雪わたり』
宮沢　賢治／作　岩崎書店

カチカチにこおった雪の野原
で、子どもたちが、不思議なき
つねの子どもと出会い、仲良く
なった。
小さな子が初めて出会う宮沢賢
治の名作童話。

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑪

　市の魅力を伝える野々市検定第11弾。富樫氏にまつわる
問題を作成しました。楽しみながら挑戦してみてください。

〈1問目〉1063年に野々市に館を築いたとも伝えられて
いる富樫家国。その館はどこにあったと言われているか？
Ａ.押野地内　　Ｂ.末松地内
Ｃ.住吉地内　　Ｄ.三日市地内

〈2問目〉富樫家国の功績を称え、銅像が建てられた場所
はどこ？
Ａ.市立図書館　　　Ｂ.JR野々市駅
Ｃ.野々市市役所　　Ｄ.文化会館フォルテ

〈3問目〉富樫氏をまつる本町にある布市神社は、明治時代
以前はなんと呼ばれていたか？
Ａ.住吉神社　 Ｂ.白山神社　 Ｃ.八幡神社　 Ｄ.日吉神社

正解は

18ページで

人を喜ばせる画家になりたい

近堂　壮一郎くん
菅原小学校２年

ケーキ屋さんになりたい

片口　育美さん
野々市小学校１年

広
告
欄

「親子の笑顔を大切に！」
子育て支援センターアリス

　子育て支援センターアリスが二日市
町内で、昨年４月にスタートしまし
た。普段からイベントなどを考え親子
と触れ合う別所先生にお話しを聞きま
した。

●10カ月経ちましたが、状況はどうですか
　４月から多くの人に利用してもらっています。「来る
のにドキドキしました」と支援センター自体初めて利用
される親子も多いですよ。

●最近はどのようなイベントがありましたか
　「作って遊ぼう」や「クリスマス会」には多くの人に
来ていただきました。クリスマス会にはサンタさんも来
て、子どもたち１人１人にプレゼントを渡しました。子
どもたちが、目を輝かせて受け取る姿は印象的でしたね。

●普段から大切にしていることは
　私も子育てを経験した身ですから、子育て中のお母さ
んの気持ちがものすごく分かります。なので、育児で抱
える悩みを少しでも和らげたいと思いますし、楽しんで
遊んで、親子で笑顔になって欲しいと思っています。

「作って遊ぼう」

クリスマス会

社
会
福
祉
協
議
会
に
車
椅
子
贈
呈

―
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
―

　

12
月
16
日
㈮
、
車
椅
子
２
台
が
株
式

会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
金
沢
支
店
か
ら

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
の
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
。
高
性
能
の
車
椅
子
を
贈
ら
れ
た

宮
崎
昭
男
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長

（
写
真
右
）
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
周

知
し
て
、
広
く
活
用
し
て
い
く
」
と
西

川
久
雄
同
社
金
沢
支
店
長（
写
真
中
央
）

に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の

２
台
は
、
貸
出
用
と
し
て
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
所
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
椿

荘
に
置
か
れ
ま
し
た
。
年
齢
や
事
故
・

病
気
・
障
害
の
種
類
に
関
係
な
く
、
だ

れ
に
で
も
短
期
間
の
貸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
な
時
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
２
４
６
・
０
１
１
２
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

　市では、４月１日から特定行政庁として業務を開始します。これまで県が行っていた建築基準法に関する確認審
査業務（確認申請、中間・完了検査等）を市で実施します。また、都市計画法に基づく開発行為の許可など、次の
業務を市で直接行います。

４月１日より市で実施する主な業務

※４月１日以降の申請手数料につきましては、市に現金で納付
4 4 4 4 4

いただくこととなりますのでご注意ください
　（※県証紙は利用できません）
※各種申請書や添付書類等の詳細については、順次、建設課窓口および市ホームページでお知らせします
　問い合わせ　建設課　建築開発担当　☎227-6087

・建築確認申請の審査および中間・完了検査
・確認申請台帳に記載されていることの証明
・建築計画概要書の閲覧
・都市計画法に基づく許可等の申請（開発行為等）
・開発登録簿の閲覧並びに写しの発行
・長期優良住宅の認定申請
・建設リサイクル法の届出
・石川県バリアフリー社会の推進に関する条例（バリアフリー条例）の届出
・エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）の届出
・石川県景観計画に基づく届出

４月１日から	建築物の確認検査業務等を	 市役所で実施します！
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リレー方式で市民の方々を紹介しています

人ののいち
“いきいき”

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:20～12:00
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。 古紙配合率100％再生紙を使用しています

編
集
後
記

　

食
を
テ
ー
マ
に
学
校
給
食
と

お
せ
ち
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
校
で
は
地
域
の
食
材
や
伝
統

料
理
を
食
べ
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
お
せ
ち
を
作
る
家

庭
が
減
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

今
の
子
ど
も
た
ち
が
三
十

年
後
、
治
部
煮
や
ヤ
ー
コ
ン
を

食
べ
て
、
懐
か
し
い
給
食
の
味

と
な
る
の
で
は
と
心
配
も
…
。

食
文
化
は
、
本
来
、
家
庭
や
地

域
で
受
け
継
ぐ
も
の
。
食
育
は

学
校
に
お
任
せ
で
は
な
く
、
市

民
が
引
っ
張
る
協
働
型
事
業
で

あ
り
た
い
。	

（
Ｍ
・
Ｙ
）

昨
年
末
に
開
か
れ
た
、
東

京
で
の
交
流
会
を
取
材
し
ま
し

た
。
参
加
者
に
は
、
人
間
国
宝

の
中
野
さ
ん
や
、
作
曲
家
の
三

國
さ
ん
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
井
上

さ
ん
な
ど
芸
術
家
も
多
く
、
芸

術
都
市
野
々
市
の
一
面
も
。

そ
ん
な
私
も
、
市
民
劇
団

ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
の
一
員
と
し
て
市
の

芸
術
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

今
は
、市
制
施
行
記
念
公
演「
ト

ラ
ン
プ
の
国
」
の
稽
古
の
真
っ

最
中
。
無
事
や
り
遂
げ
て
い
る

こ
と
を
願
っ
て
…	

（
Ｓ
・
Ｍ
）

【今月の表紙】
　１月８日㈰に行われた市消防出初式を
取材しました。この日は天候にも恵まれ、
会場のあらみや公園には多くの市民が
集まりました。
　写真は、はしご登りの演技「勇み鳶」
の様子。登り手の「はい」と持ち手の「や
あ」と息の合った掛け声が響きわたり、
技が決まる度に、観客から大きな拍手や
歓声が沸き上っていました。

野々市市で暮らしてどうですか？
生まれた時からずっと野々市に住んでいます。昔
と比べると道路も広くなり、大型店舗も出来て、
発展したなとつくづく思います。
私は、野々市のことが大好きなので、これからも
住み続けたいと思います。
広報についてのご意見？
全体的に読んでいます。特に、子育て応援ひろば
や休日当番医など、子どもに関する記事は必ず
チェックしています。支援センターのイベントに
もいくつか参加したこともありますよ。
自分の性格を一言であらわすと？
せっかちなところですかね。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
ママ友と遊ぶことですね。最近は、みんなで休みを
合わせてランチに行って、楽しくお話しています。
目標やチャレンジしてみたいことは？
子どもが大きくなったら、家族で冬はスノーボー
ド、夏は海に行きたいですね。他には、３年後に北
陸新幹線が開通したら、旅行したいと思っていま
す。

西村　ちひろさん／押野
【右から】誠さん、安裡くん

元気にすくすく育って欲しい

69

う
ぶ
ご
え

　
子
の
名

親
の
名

住
　
所

宮
中　
　

柊
し
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う

勉
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理
奈
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橋
町

東　
　

玲れ
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篤
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晶
子
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田
２
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友
和
利
香
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野
７
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■12月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 48,025人 （＋104）

　　男　 24,357人 （＋ 40）

　　女　 23,668人 （＋ 64）

　世帯数 20,649世帯 （＋ 46）

■12月中の人の動き

　転　入 250人

　転　出 173人

　出　生 49人

　死　亡 22人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H23.12.16～H24.1.13受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓

〔
お
わ
び
と
訂
正
〕

　

先
月
号
の
６
ペ
ー
ジ
の
ご
寄

附
の
中
で
教
育
施
設
整
備
基
金

へ
匿
名
の
方
「
30
万
円
」
と
表

記
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、

「
５
万
円
」
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

野 々 市 検 定　（問題は16ページ）

【第1問】C 館の存在は江戸時代の絵図や文献資料などによって住吉町地内
にあったと言われていたが、平成６年度の発掘調査で館の堀の
一部が確認され、南北朝期以降の館の場所が明らかになった。

【第2問】D 藤原利仁から４代の富樫忠頼が加賀国司の勅命を受けたとされる987年
（永延元）から1000年の記念として、1988年（昭和63）に建てられた。

【第3問】A 富樫郷住吉神社は、旧一日市通・中通・六日通（一日市町・中町・六日
町 現本町２・３丁目）の鎮守であった。1914年（大正３）、旧西通（西町 
現本町４丁目）の鎮守であった照日八幡神社と旧荒横通（荒町 現本町１
丁目）の鎮守であった外守八幡神社を合祀して、布市神社と改名した。
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　12月６日㈫と10日㈯、女性
センターで野々市名産の大根寿し
の作り方教室が開かれました。塩
漬けした大根とにしんをこうじと
混ぜ合わせて漬け込みます。その
後、自宅で３、４日寝かせて出来
上がります。
　参加者は「母が漬けていて、お
いしかったので、その味を再現し
てみたいと思いました」と話して
いました。

お正月を振り返る −おせち料理から見える地産地消−

野々市の家庭の味　大根寿しを作ろう !!

　おせちには、北陸の貴重な魚のゴリを使用した佃煮。加賀料理に使われる「すだれ麩」がは
いった煮物。出世魚のぶりや金沢の郷土料理として知られるえびす、加賀野菜のくわいや石川
産の甘海老、カニ、かまぼこ、卵焼き、金粉がふんだんに使われています。おせちは郷土料理
の玉手箱。市内大型スーパーによると、近年、おせち料理の販売が減っているとのこと。
　上の写真は、昨年11月15日㈫に、文化会館フォルテで収録されたNHK「ごきげん歌謡笑
劇場」で紹介されたおせちのお重。
　これは、ののいち生活学校の皆さんが食材を集め、作ってくれたものです。
　家族への愛情ともてなしの心、地域の食材へのこだわりが詰まっていました。


